
 

 

   

すべり出し窓　施工説明書 改-4
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    ※スリットすべり出し窓の「障子の組み立て」の場合は別紙

　　　「『アルプラクラス』 スリットすべり出し窓 施工説明書」

　　　（説明書番号：MN-1724（裏））の ステー解除方法 を

　　　参照しステーを開いてください。

Ｂ部

    ※上端部の組立の際は、ステーを少し開かないとネジ止め

    　出来ませんのでご注意ください。
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※スリットすべり出し窓の「障子の取り付け」は別紙「『アルプラクラス』　スリットすべり出し窓　施工説明書」
　(説明書番号：ＭＮ－１７２４（裏）)を参照下さい。 改-4

やむを得ず、枠取付後に障子を取り付ける場合は、必ず二人で行ってください。

一人で作業すると障子の落下およびステーの破損のおそれがあります。

2　障子を枠にセットし、ステー取付ネジで固定してください。

1　障子に取り付けてある左右のステーをいっぱいに引き出します。

ステー

室外側
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H呼称＜09 H呼称≧09

ステーを取付ネジで固定する際は、

上端側より３番目までの位置の

ネジから固定することで、

ステー取付が簡単になります。

枠

上端側より

３番目までの

ネジより固定

約７０°まで開くようになり、ステー取付が簡単に

なります。

ステーのストッパーを室外側に押すとロックが解除され、

※サッシのHサイズによってステーが異なります。

障子の開き角度は通常約２５°ですが、内観左側の

ポイント

落下防止のため、風の強い時は窓を閉めて、必ず錠をかけてください。

Ｃ部拡大図

してください。

サブロックを必ず

障子を開閉する際は

　　 方向（ロック解除）に

サブロック

ポイント


